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A) 実験的研究 家兎に Hb 結合能を越える十分量の Hb ( 150 mg) を静注し，血衆 Hp 値，血祭 Hb
値，尿 Hb 等の変化を検討した。 Hp の定量は， single radial immunodiffusion 法によった。 Hb
注射後， 血業Hp 値は平均 1 時間 4.7mg / dR の率でほぼ直線的に減少し， 5 ~ 6 時間後最低となっ
たが24時間後には，ほぼ前値に回復した D 血祭 Hb 値は 1 時間以内に， Hp値とほぼ同じ値に迄急
速に減少したが，以後は Hp 値が増加に転ずる迄 Hp とほぼ一致して減少した。全例に Hb 尿を認
めた。あらかじめ十分量のヒト Hp と混合した Hb を注射した群では，血祭 Hp 値の減少は見られ
ず， Hb 尿も認められなかった。
B) 臨床的研究 体外循環下に関心術を行った 50症例を対象に，術前後の Hp を中心に検索を行なっ
た。 Hp の定量は single radial immunod iffus ion法によった。血柴 Hp 値の平均は，術前105.5
士 76.9mg / dR であったが，体外循環終了時には63.9士 37.6mg / dR となり，終了後 6 時間では，
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17. 6:t 19. 9mg / dR とほぼ最低値に達し，以後術後第 1 日迄は低値のままに推移した。体外循環終
了時血業のポリアクリルアミドゲル薄層電気泳動を行ったところ， Hp は溶血により血禁中に遊離
した Hb と結合し.て，すべて Hp -Hb 複合体となり， Hp と結合していない free Hb が検出さ
れた。したがって，血柴 Hp 値の減少は Hp-Hb 複合体の減少に起因するものである。体外循環
終了後時より終了後 6 時間目迄の血業 Hp 値の減少率は，平均 1 時間 7.7mg / dR であった。この
期間には，ほとんどの症例で輸血が行われており，また血築総蛋白量も，術前平均 7.0士 0.6g: / dR 
が，体外循環終了時には 4.6士 0.6g / dR. 6 時間後には 5.6 :tO. 7 g: / dR ，術後第 1 日には 6. 1 土
0.5 g:/ dR と変動していた。輸血が中止され，血衆総蛋白量も変化していない時期に観察し得た例で
の血柴 Hp 値の減少率は 1 時間15~16mg / dR であった。ほぽ全例に一過性の Hb 尿を認めたがこ
れは電気泳動法による free Hb の検出と対応するものと考えられる。血柴 Hb 値の平均は術前 6.5 士
5.0mg / dR で，体外循環終了時には142.4 :t 113. 6mg / dR と増加， 6 時間後には22.8:t 26. 7 mg/ dR 
と減少した。
つぎに，術前における血禁 Hp 値を疾患群別に正常群と比較した。正常群の平均は 178.3士 62.2mg













家兎に Hp 結合能以上の Hb を静注すると，血祭 Hp 値が 1 時間平均 4.7mg / dR の率で減少する
事を知った。関心術例でも，体外循環後血業 Hp 値は急速に減少し，体外循環終了後ほぼ 6 時間目に
最低値に達し，術後第 1 日目迄低値のまま推移した。 Hp が，体外循環による溶血のため血禁中に遊
離した Hb と結合して，すべて Hp -Hb 復合体となり，これが急速に減少したためであるが，その
減少率は 1 時間15~16mg / dR と考えられる。
術前においては，血築 Hp 値が正常群，中隔欠損群，弁膜症群の順に有意に低い事から，中隔欠損
群， 弁膜症群の順に高度となる慢性溶血充進が術前から存在する事が強く示唆される。なお中隔
欠損群では，手術に対する反応として，術後第 5~7 日に，血柴 Hp 値が術前値以上に増加したが，
弁置換群ではきわめて低値にとどまった。弁置換による溶血充進に起因するものであろう。
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論文の審査結果の要旨
体外循環に伴う溶血と関連して，ハプトグロビンの動態を追究した詳しい研究は見られなし」本研
究は関心術を施行された50例を対象にして，体外循環によって生じた急性の溶血とハプトグロビン動
態との関係を明らかにしたものである。また，対象となった中隔欠損症例，弁膜疾患症例では，術前
において既に血衆ハプトグロビンレベルが，正常人と比較して推計学的に有意に低い事を明らかにし，
これらの疾患で慢性の溶血尤進が存在する可能性を強く示唆する成績を得たものである。
以上により本研究は，心臓血管外科領域の発展に寄与するものであると考えられる。
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